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室 外 側イラストは右吊元仕様（角フロント板）

室 内 側

※受座は固定ねじ⑤

　2 本で取り付けます。

①

⑫

⑤

④

②③

⑦

⑩

⑥

⑧

⑨

⑪

1.「左吊元」の場合は、フロント板①をはずし、錠②のラッチボルト③を廻してあわせます。

2. 錠②を矢印④を上向きにして、扉加工部に差し込みます。

3. 錠②とフロント板①をあわせて、固定ねじ⑤2 本で取り付けます。

1. 室外座⑥の脚部を錠ガイド穴⑦に差し込みます。

2. 室内座⑧の脚部を室外座⑥の脚穴へ差し込みセットします。

　 室外座⑥と室内座⑧は、両側から強く押さえつけるようにしてあわせてください。

1. 角芯棒付レバーハンドル⑨を錠角穴部⑩に差し込みます。反対側レバーハンドル⑪をセットし、両側から

　 押さえつけながら、TP ねじ⑫で固定します。左上図【C-1：レバーハンドルの取り付け】を参照してください。

※ レバーハンドルのガタツキがないよう、しっかりと取り付けてください。

※ レバーハンドルは飛び出しを少なくすることができます。右上図【C-2：レバーハンドルの取扱方法】をご確認ください。

【 C-2：レバーハンドルの取扱方法 】

レバーハンドルの飛び出しを

少なくしたいときには

右図のようにレバーハンドルを

押し上げてください。

【 C-1：レバーハンドルの取り付け 】

レバーハンドル⑪の下部から

TP ねじ⑫で固定します。

A：吊元の確認と

　　錠の取り付け

B：丸座の取り付け

C：レバーハンドル

　　の取り付け

　　　　　フラットレバー　取付説明書

※ 締め付けの際は、必ず手動ドライバーをご使用ください。電動ドライバーは使用しないでください。

　 ねじ穴の破損および錠・座本体などを傷めるおそれがあります。

※ 取付ねじ等は、しっかりと固定し飛び出しのないように取り付けてください。

取付上の注意

彫込深さ 76 ㎜

（バックセット 60 ㎜時、彫込深さ 87 ㎜）

取付業者の皆様へ：本書をお施主様又はご入居者様へお渡しください
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